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1.LMS を採用するに至った経緯について 

 

医療費の増加を抑えるため、厚生労働省はメタボリックシンドロームという概念を導入

した。40 歳以上に特定検診を義務化することによりハイリスク者の早期発見し、特定保健

指導を行うことで医療費削減を目論んでいる。 

実際は特定保健指導で行動変容を促し継続させるためには、密な対面指導は有用である

が、人手やコストの問題が残る。指定論文では対面指導の効果を活かしつつ、コスト（人

件費、会場費）、制限（地理、時間）などの課題を解決し、勤労者が参加しやすい学習環境

を整えるため、e ラーニング学習管理システム（LMS：Learning management system）

の活用に着目し、学習者の行動変容および継続の支援に関する研究を実施している。 

 

2. 参加者の継続を促すうえで有用であったと思われるアプローチを 3 つとその他にも有用

と思われるアプローチをについて 

 

2-1 授業理解に資する動画を Web 上にアップロードし､受講者はいつでも視聴・確認でき

る環境を整える 

 

2-2 受講者が実施した運動記録、アクセス日時、テスト成績、発言回数・内容などの学習

進捗状況を LMS (Learning management system) で管理、学習者が確認できる学習環境

を整える｡ 

 

2-3 学習者同士が現状報告、励ましなど相互支援できるコミュニティスペースを実装｡ 

相互支援・交流できるようメーリングリスト(以下 ML) を設置する｡ 

 

2-4 ML 発言者に対しては適切な支援を実施する、記録表のチェックと実施状況に応じた

個別サポートを行う。 

 

2-5 より多くの参加者が興味を持つよう、科目名を工夫する（疾病予防ではなく､｢カラダ

を引き締める｣｢外見を変える｣方法として食事と運動を紹介）。 

 

2-6 表-3「Web 版を使って良かったと感じたこと」は複数回答可であるのにもかかわらず、

「仲間と情報交換できた」、「仲間同士の励まし合い」が意外と低いのに驚いた。一方、



「ダイアリーの記入が楽だった」と評価した割合は 70.1％とユーザーフレンドリーな面や

個別指導が評価されていた。 

※その他にも有用と思われるアプローチをについて

ライザップのようなイメージ画像（痩せた場合のイメージ）とそのイメージに近づくた

めの意識（すべき行動、活動を意識付けする）を結び付けるものを作り込む。 

 実践した行動の記録と成果（体重など）をグラフ化し示し達成感を与える、行動の効果

を実感させる。 

 日々の行動を意識する毎日と月別、四半期の効果を確認するようにタイムスイッチ法（時

間の物差しを変えさせる）を取り入れる。日々の同僚チームメンバーとの励まし合いのほ

か、遠隔地とのメンバーの励まし合いの期間を設けるなどズームスイッチ法（視界の範囲

を変えさせる）などを取り込むことでやる気が下がってきたときにあげるきっかけを自ら

創ることのできる学習環境を整える。 

http://www.nikkeibp.co.jp/article/nba/20080530/159998/?rt=nocnt 

3. 他の受講生 1 名以上の投稿（1、2 の両方）に対する相互コメントについて

3-1 さん（LMS を採用するに至った経緯について）

2004 年以降からの授業改善が丁寧に記述されており、ADDIE モデルを使用したシステ

ム的アプローチが採用されていることが想起できるものと感じた。スマホ対応希望などが

記述されていたが、個人的にどのようなタイプの人の継続性が高いのか（男女別のほか年

齢、部署、職位、性格など）関連を知りたくなった。 

3-2. （継続を促すうえで有用であったと思われるアプローチ、その他につ

いて） 

ダイアリーについて記入しやすいだけでなく、ｅラーニングの質保障レイヤーモデルの

レベルにあてはめた記述があった。掲示板について詳細を匿名で示すことは効果があると

感じた。アマゾンでの書籍に関する評価など、同意できるものや同意できないものもある

が、いろいろな意見があり、活用方法が報告されているものは参考になる。同じプログラ

ムを学習している者同士にとっては関心のある情報であり刺激となると考える。

以上 

さん

http://www.nikkeibp.co.jp/article/nba/20080530/159998/?rt=nocnt



